
1985年出上の木簡

そ
し
て
、
特
筆
さ
れ
る
の
は
９
と
①
で
あ
る
。
現
在
地
比
定
は
容
易
で
な
い

し
、
具
体
的
な
内
容
な
ど
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
南
島
人
が
も
た
ら

し
た
何
ら
か
の

「
方
物
」
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

う
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
律
令
国
家
と
南
島
と
の
交
渉
、
あ
る
い
は
南
島
人

の
来
貢
の
あ
り
方
な
ど
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う

９
　
関
係
文
献

九
州
歴
史
資
料
館

『
大
宰
府
史
跡
―
昭
和
五
九
年
度
発
掘
調
査
概
報
』

（
一

九
八
五
年
）

同

『
大
宰
府
史
跡
出
土
木
簡
概
報
０
』
盆

九
八
五
年
）

（倉
住
靖
彦
）

文
字
資
料
で
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

去
る
七
月
二
四
日
を
二
六
日
、
第

一
四
回
古
代
史
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
が

栃
木
県
鹿
沼
市
で
開
か
れ
た
。
そ
の
中
で

「
在
地
社
会
と
文
字
資
料
―
東

国
を
中
心
と
し
て
―
」
と
題
し
て
、
関
東
地
方
の
文
字
瓦

・
墨
書
土
器

・

漆
紙
文
書

・
木
簡
を
題
材
と
し
た
報
告
が
九
本
準
備
さ
れ
、
レ
ジ

ュ
メ
集

が
作
ら
れ
た
。

|

|

|

1

‐―邁

『
平
城
宮
木
簡
　
四
』
の
刊
行

平
城
宮
跡
出
土
木
筒
の
正
報
告
書
と
し
て
の
第
四
集
が
刊
行
さ
れ
た
。

対
象
と
な
る
の
は
昭
和
四

一
年
に
官
の
東
南
隅
で
実
施
さ
れ
た
第
三
二
次

補
足
調
査
で
出
上
し
た
木
簡
で
あ
る
。
同
調
査
で
は
官
の
南
を
限
る
大
垣

の
北
を
流
れ
る
東
西
濤
か
ら

一
万
三
千
点
を
こ
え
る
大
量
の
木
簡
が
出
土

し
た
。
削
居
が
そ
の
大
半
を
占
め
る
と
は
い
え
、
式
部
省
で
行
わ
れ
る
考

課

・
選
叙
の
関
係
木
簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
い
る
。
す
で
に

『
平
城

官
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
①
の
中
に
釈
文
の
一
部
が
略
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
正
報
告
書
に
あ
た
る
。
同
調
査
の
一
万
三
千
点
余
の
木
筒

を

一
冊
で
ま
と
め
る
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
三
分
冊
に
分
け
て
刊
行
す
る

こ
と
と
な
り
、
『
平
城
宮
木
簡

四
』
は
そ
の
第

一
分
冊
で
あ
る
。
約
二
千

五
百
点
の
木
筒
の
写
真
図
版
と
別
冊
の

「
解
説
」

よ
り
な
り
、
「解
説
」

に
は
遺
構
の
概
要

・
考
選
木
簡
の
分
析

・
釈
文
等
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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版
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文

四

一
四

頁
　
一
九
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六
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三
月
刊
　
頒
価
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五
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〒

一
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五
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円
　
解
説
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